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市
立
銚
子
高
校
同
窓
会
会
員
の
皆

様
に
於
か
れ
ま
し
て
、
日
頃
よ
り
同

窓
会
運
営
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

の
夏
は
大
変
暑
く
、
残
暑
厳
し
い

日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
市
立
銚
子
高
校
も
再
編
統

合
さ
れ
て
か
ら
早
九
年
を
過
ぎ
、
来

年
は
十
年
目
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま

し
た
。
合
わ
せ
て
我
が
同
窓
会
も
再

編
・
新
体
制
後
十
年
と
な
り
、
今
日

ま
で
、
信
田
会
長
、
故
金
井
会
長
の

方
針
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
新
生
な
っ

て
講
演
を
い
た
だ
き
、
私
達
も
古
典

芸
能
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
時
を
過

ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
現
市
立
銚
子

高
校
の
校
歌
を
総
会
開
会
時
に
皆
様

に
斉
唱
し
て
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、

統
合
し
て
間
も
な
く
十
年
を
迎
え
、

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
在
り
方
を
考

え
る
な
ら
、
新
し
い
校
歌
や
校
旗
を

早
く
認
識
す
べ
き
と
の
意
見
か
ら
企

画
し
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
続
け

て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
以

前
、
企
画
し
た
還
暦
同
窓
会
は
す
っ

か
り
定
着
し
、
今
年
も
多
数
の
還
暦

同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
頂
き
、

た
同
窓
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
既
に
ご
報
告
い

た
し
ま
し
た
様
に
、
昨
年
は
委
員
会

の
再
構
築
を
行
い
、
総
務
、
事
業
、

広
報
の
３
委
員
会
と
し
、
幹
事
会
の

ご
協
力
を
得
て
、
委
員
長
・
副
委
員

長
の
下
、
委
員
を
選
任
し
、
各
委
員

会
で
委
員
会
の
役
割
を
考
え
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
年
幹
事
会
、

総
会
の
企
画
・
運
営
な
ど
を
各
委
員

会
が
担
当
し
て
行
う
様
に
致
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
７
月
３
日
に
行
わ
れ
た
幹

事
会
で
は
同
窓
会
運
営
に
つ
い
て
多

く
の
貴
重
な
意
見
を
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
更
に
７
月
24
日
に
行
わ

れ
た
28
年
度
同
窓
会
総
会
に
於
い
て

は
、
多
く
の
参
加
者
を
得
て
、
全
て

の
上
程
議
案
を
ご
承
認
頂
き
ま
し

た
。
基
調
講
演
の
講
師
に
は
、
お
母

様
が
銚
子
出
身
で
銚
子
で
も
教
室
を

開
か
れ
て
お
り
、
銚
子
に
大
変
ご
縁

の
あ
る
能
楽
師
、
大
蔵
流
狂
言
方
の

大
蔵
彌
太
郎
様
を
迎
え
、
狂
言
の
実

演
を
含
め
わ
か
り
易
く
狂
言
に
つ
い 銚子市立銚子高等学校
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担
任
の
先
生
方
と
共

に
懇
親
を
深
め
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に
、
こ
れ

か
ら
も
同
窓
会
を
運

営
す
る
に
あ
た
り
、

幹
事
を
は
じ
め
会
員

の
皆
様
の
ご
意
見
を

広
く
頂
き
、
委
員
会

で
検
討
を
重
ね
な
が

ら
、
形
に
捉
わ
れ
ず

同
窓
会
の
運
営
が
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す

の
で
、
会
員
の
皆
様

に
も
ご
助
言
、
ご
参

加
を
頂
け
れ
ば
と
存

じ
ま
す
。

平成 28年７月 24日（日）同窓会総会　懇親会に参加された皆さん（うらしま写真館様提供）

同窓会会長
杉山　俊明

同
窓
会
総
会
を

終
え
て
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校
長
　
早
川
　
昌
二

　

リ
オ
五
輪
で
の
日
本
選
手
の
大
活
躍

に
沸
い
た
夏
も
過
ぎ
、
燈
火
親
し
む
頃

と
な
り
ま
し
た
。杉
山
俊
明
会
長
を
は

じ
め
、
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
御
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
本
校
の
教
育
活

動
に
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
、
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
統
合
し
て
９
年
目
を
迎
え
た

今
年
度
、
皆
さ
ま
に
大
変
嬉
し
い
お
知

ら
せ
が
ご
ざ
い
ま
す
。本
校
同
窓
生（
旧

西
高
、
平
成
17
年
３
月
卒
業
）
の
加
藤

友
里
恵
さ
ん
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

で
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。本
校
関

係
者
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
の

は
、
東
京
五
輪
に
陸
上（
砲
丸
投
げ
）で

出
場
し
た
糸
川
照
男
さ
ん
（
故
人
）
以

来
二
人
目
と
な
る
快
挙
で
す
。早
速
、

杉
山
会
長
を
は
じ
め
石
毛
後
援
会
長
や

銚
子
市
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
の
皆
さ

ま
と
相
談
し
、
６
月
27
日
に
開
催
さ
れ

た
壮
行
会
で
は
、
加
藤
友
里
恵
さ
ん
御

本
人
に
同
窓
会
や
後
援
会
か
ら
は
激
励

費
を
、
本
校
か
ら
は
市
銚
祭
に
御
来
校

い
た
だ
い
た
市
民
や
本
校
生
徒
に
よ
る

（
国
公
立
56
）　
北
海
道
大
２
、
岩
手
大
１
、

東
北
大
１
、
茨
城
大
９
、
筑
波
大
３
、
群
馬
大

１
、埼
玉
大
２
、千
葉
大
５
、東
京
海
洋
大
１
、

電
気
通
信
大
１
、東
京
学
芸
大
１
、東
京
農
工

大
１
、
山
梨
大
１
、
信
州
大
３
、
静
岡
大
２
、

高
知
大
２
、
琉
球
大
１
、
秋
田
県
立
大
１
、
秋

田
公
立
美
大
１
、
前
橋
工
科
大
１
、
高
崎
経

済
大
２
、
埼
玉
県
立
大
２
、千
葉
県
立
医
療
大

３
、
首
都
大
東
京
１
、
横
浜
市
立
大
２
、
新
潟

県
立
大
１
、山
梨
県
立
大
１
、都
留
文
科
大
４

（
私
立
６78
）　
早
稲
田
大
４
、
慶
應
大
１
、
上

智
大
１
、学
習
院
大
１
、明
治
大
６
、青
山
学

院
大
10
、
立
教
大
４
、
中
央
大
10
、
法
政
大

16
、日
本
大
41
、東
洋
大
32
、駒
澤
大
23
、専

修
大
21
、成
蹊
大
２
、成
城
大
４
、明
治
学
院

大
９
、獨
協
大
13
、国
学
院
大
４
、大
東
文
化

大
14
、
東
海
大
22
、
亜
細
亜
大
８
、
帝
京
大

17
、
関
西
大
２
、
同
志
社
大
４
、
立
命
館
大

６
、千
葉
工
大
27
、千
葉
科
学
大
11
他

（
公
務
員
16
）　
国
家
一
般
職
２
、
国
家
税

務
職
２
、
参
議
院
事
務
局
一
般
１
、
神
栖
市

役
所
１
、千
葉
県
警
Ｂ
１
、千
葉
県
警
事
務

１
、千
葉
県
職
員
４
、銚
子
市
一
般
１
、銚
子

市
消
防
職
初
級
１
、
東
京
都
職
員
Ⅲ
類
１
、

東
京
都
特
別
区
職
員
Ⅲ
類
１

（
民
間
企
業
10
）　
ア
ク
ア
ル
ナ
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
１
、
ヤ
マ
サ
醤
油
株
式
会
社
１
、
株

式
会
社
ク
ラ
レ
鹿
島
営
業
所
１
、三
菱
化
学
株

式
会
社
鹿
島
営
業
所
２
、Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
株
式
会
社
鹿
島
製
油
所
１
、新
日
鐵
住

金
株
式
会
社
鹿
島
製
鉄
所
１
、株
式
会
社
千
葉

銀
行
１
、
東
京
電
力
株
式
会
社
１
、
日
立
化
成

株
式
会
社
五
井
事
業
所（
鹿
島
）１

な
教
育
活
動
の
中
で
、
生
き
る
力
と
豊

か
な
心
を
育
む
活
力
あ
る
学
校
」
で
す

が
、学
習
指
導
で
は
、単
位
制
や
45
分
７

限
授
業
や
国
・
数
・
英
の
１
ク
ラ
ス
二

分
割
授
業
が
す
っ
か
り
定
着
し
、
統
合

後
８
年
間
の
大
学
合
格
実
績
で
は
、
国

公
立
大
学
に
４
３
３
名
（
現
役
合
格
者

数
は
年
平
均
50
名
超
）、早
慶
上
理
に
は

92
名
、Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
に
３
７
６
名
、成

成
明
学
・
日
東
駒
専
に
は
８
９
６
名
な

ど
、着
実
に
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
統
合
時
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
理

数
科
に
お
い
て
も
、
１
期
生
か
ら
６
期

生
ま
で
で
医
学
部
医
学
科
に
国
公
立
大

学
５
名
を
含
む
９
名
が
合
格
し
、
そ
の

う
ち
７
名
が
進
学
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
校
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
例

年
実
施
し
て
お
り
ま
す「
職
業
人
講
話
」

で
は
、
今
年
も
17
名
の
同
窓
生
の
皆
さ

ま
に
職
業
人
と
し
て
の
在
り
方
、
社
会

人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
人
間
力
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講
師
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
は
、
御
多
用
の
と
こ
ろ
御
協
力
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今
後
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
基
礎
的・

汎
用
的
能
力
の
育
成
と
捉
え
、
自
分
自

身
の
可
能
性
を
含
め
た
肯
定
的
な
理
解

に
基
づ
く
主
体
的
な
行
動
力
と
、
自
ら

の
思
考
や
感
情
を
律
し
て
進
ん
で
学
び

続
け
よ
う
と
す
る
「
自
己
理
解
・
自
己

管
理
能
力
」
の
涵
養
に
向
け
て
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
三
万
五
千
に
垂
ん
と
す
る

卒
業
生
の
皆
様
が
創
り
上
げ
て
こ
ら
れ

た
自
由
で
清
新
溌
剌
た
る
校
風
を
引
き

継
ぐ
母
校
の
後
輩
の
た
め
、引
き
続
き
本

校
の
教
育
活
動
へ
の
お
力
添
え
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、同
窓
会
の

益
々
の
発
展
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
６
月
４
日
・
５
日
に

ス
ペ
イ
ン
で
開
催
競
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｕ
世
界

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
に
日
本
代
表
と

し
て
玉
﨑
稜
也

君
（
３
Ｈ
陸
上

部
）
が
出
場
し

ま
し
た
。
今
後

の
活
躍
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

日
の
丸
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
寄
せ

書
き
を
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
疲
れ
等
も
あ
り
、
思
い
通

り
の
レ
ー
ス
展
開
と
は
な
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
本
人
は
大
会
後
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
「
東
京
を
目
指
し
て
頑
張

り
た
い
。」と
答
え
て
お
り
、
結
果
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
更
な
る
努
力
を
誓
う

こ
の
姿
勢
に
は
、
本
校
生
徒
も
大
い
に

感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
一
方
、在
校
生
も
先
輩
に
負
け
じ
と
世

界
に
羽
ば
た
く
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
。陸
上
部
の
玉
﨑
稜
也
君
が
ス
ペ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
世

界
選
手
権
ジ
ュ
ニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
出

場
し
、日
本
人
で
は
最
高
位
の
15
位
に
な

り
ま
し
た
。さ
ら
に
、
水
泳
部
の
飯
塚
千

遥
さ
ん
は
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ

ア
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
、

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
で
第
８
位
、メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
（
第
３
泳
者
）で
第
４
位
と

い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。本
大
会
の
直

前
に
広
島
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総

合
体
育
大
会
で
も
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ

イ
で
第
３
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果

を
残
し
、同
様
に
１
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
全

国
高
校
総
体
に
出
場
し
た
鈴
木
菜
々
花

さ
ん
と
と
も
に
第
71
回
国
民
体
育
大
会

（
岩
手
県
盛
岡
市
）に
も
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、書
道
部
で
は
神
家
満
綾
乃
さ
ん
の

作
品
「
篆
書
千
字
文
」が
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
広
島
大
会
に
出
品
さ
れ
た

ほ
か
、吹
奏
楽
部
も
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
出
場
を
果
た
し
、東
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
に
向
け
て
日
々

の
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
の
設
置
目
標
は「
生
徒
・

保
護
者
・
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
進

学
指
導
に
重
き
を
置
く
学
校
」「
様
々

種 別 普通 理数

国公立大学 34 19

私立大学 161 18

私立短大 10 0

専門学校 27 0

平成28年度 進学状況進
　
　
学（
合
格
）

母校
　　 は今
母校

　　 は今

輝
や
か
な
大
海
に

包
ま
れ

就
　
　
職

左から、飯塚（1G）・鈴木（1A）・奥田みう（2E）
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部 活 動 名 部員数 各部の活動内容および主な結果など男子 女子
野 球 24 6 選手 24 名、マネージャー６名で甲子園をめざし日々練習に励んでいます。
陸 上 競 技 18 14 各自が自己の目標に向け練習に励んでいます。チームとしても多くの大会で活躍できるように努力していきます。

弓 道 6 17
平成 27 年度県選手権大会女子個人８位入賞、平成 28 年度関東大会県予選男子個人４位入賞、同女子個人２位入
賞と、県総体女子個人２位入賞と、個人では入賞する選手が出てきました。団体戦でも良い成績を残せるよう、
今後も競技力向上のため努力していきます。

剣 道 4 6 関東大会県予選会では男女ともに出場し、女子は一回戦を突破しました。総合体育大会でも男女ともに県大会出
場を目指し、稽古に励んでいます。

柔 道 7 0 新入部員５名の加入により、毎日稽古に励んでいます。総体や新人戦での県大会出場を目指します。

卓 球 8 4 関東大会及び総体の県大会に女子は団体戦・個人戦で、男子は個人戦で出場しました。さらに良い結果を得られ
るよう、日々努力しています。

バドミントン男子 28 0 関東大会（団体戦）で地区予選を勝ち抜き、県大会初勝利を収めることができました。新人戦での県大会出場を
目指して、練習に励んでいます。

バドミントン女子 0 20 関東大会（団体戦）で地区予選を勝ち抜き、県大会に出場することができました。
ソフトテニス 11 16 関東大会予選では個人・団体ともに出場はなりませんでした。現在は新人戦に向けて練習に励んでいます。
バスケット男子 22 0 ２年生 13 名、１年生９名の 22 名で 11 月の新人戦に向け日々練習に取り組んでいます。

バスケット女子 0 12 新人大会に向け、チーム一丸となって頑張っています。近年、県大会に出場していないので、必ず出場権を勝ち
取りたいと思います。

サ ッ カ ー 45 4 関東大会は出場できませんでしたが、県総体はブロックを勝ち抜き県大会へ出場します。５月末の県大会・７月
末の選手権大会では、一つでも多く勝てるよう頑張ります。

ラ グ ビ ー 2 1 ７人制では、県大会予選リーグを突破し、決勝トーナメント（ベスト 16）へ進出しました。
硬 式 テ ニ ス 17 18 男女ともに、団体戦で県大会に出場。　団体戦で、県大会ベスト 16 を目指しています。

バ レ ー 男 子 14 4 関東予選は地区大会敗退でしたが、6月下旬の県大会（総体予選）は 1回戦を突破！新チームも県大会ベスト８
を目指します。

バ レ ー 女 子 0 6 6 月 18 日の総体（県大会）では、１回戦を突破したものの、２回戦で惨敗。県大会で勝負できるチームをめざし
日々練習中です。

空 手 道 8 4 新人戦地区予選　女子団体組手優勝、女子個人組手第 2位　部員も増え、県大会ベスト８、全員初段取得を目指
し猛稽古中です。

水 泳 0 5
近隣の室内プールや他校のプールで練習を実施しています。関東大会出場（50m自由形（2位）・100mバタフラ
イ（優勝）・100m平泳ぎ・200m平泳ぎ・400mメドレーリレー）、全国総体（インターハイ）出場（50m自由形・
100mバタフライ・100m平泳ぎ）。２名が国民体育大会千葉県代表に選出、うち１名がジュニアパンパシフィッ
ク大会日本代表に選出されました。

吹 奏 楽 0 23 ７・８月に行われた千葉県吹奏楽コンクールの予選・本選を上位で抜け、９月に行われた東関東大会に出場しま
した。

美 術 0 11 油彩画、水彩画、ペン画、立体などの作品制作をしています。文化祭、千葉県高等学校総合文化祭、東総地区美
術部展に作品を発表します。

書 道 1 18 文化祭では、作品展示と書道パフォーマンスをおこないます。古典の臨書を大切にしつつ、新しい活動にも積極
的に取り組んでいます。全国高等学校総合文化祭、出品。

華 道 0 18 文化祭や小原流花展に作品を展示しています。また、東京地区のいけばな競技会にも参加し、優秀な成績を修め
ています。

茶 道 0 20 文化祭では、お茶会を催します。現在は 1年生９名、２年生 11 名の 20 名でお点前の練習に励んでいます。

演 劇 3 1 春、秋の地区大会、文化祭、クリスマス公演など多数の公演をおこなうため、日々練習に励んでいます。部員が
みな力を合わせ、一つの劇を作り上げます。

写 真 4 3 文化祭では「お気に入りの一枚」を展示。冬の全国サッカー選手権千葉県大会で学生写真係として大会の記録写
真を撮影。プロ写真家の指導によるワークショップを実施。

科 学 22 14 文化祭では、各班（物・化・生・Kids）に分かれて発表・演示しました。今年度は、春に孵化した 200 匹のウーパー
ルーパーのお世話を中心に活動しています。

文 芸 5 25 ４月に部誌を発行、今後も年数回の発行予定。文化祭では、作品の展示・販売、部誌展示、短編アニメを制作上映。
７月には東総地区合同漫画展に参加しました。

英 語 1 4 週２回の活動では、各自自分の課題に取り組んだり、みんなで映画（洋画）鑑賞したりします｡ 文化祭にも参加
しました。

Ｊ Ｒ Ｃ 1 22 文化祭では手作りのアクセサリーの販売を行い、売り上げは寄付しています。普段は、ワクチンに換わるペット
ボトルキャップ集めや、老人ホーム慰問に行ったりしています。

家 庭 0 10 月１～２回程度の活動を通して、様々なお菓子作りに挑戦しています。文化祭では毎年恒例の手作りお菓子を販
売しています。

生 徒 会 本 部 6 2 生徒の皆さんの代表として、様々な学校行事のとりまとめや、式典のお手伝いをします。一昨年から、校内美化
にも取り組み、急な雨には傘の貸し出しもしています。

合 計 186 264 ※部員数は１･２年生

吹奏楽部が２年連続で東関東大会に出場

水
泳
部
の
飯
塚
千
遥
さ
ん
（
１
Ｇ
：
１
０
０

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ（
３
位
）・
50
ｍ
自
由
形
）と

鈴
木
菜
々
花
さ
ん
（
１
Ａ
：
１
０
０
ｍ
平
泳

ぎ
）が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。

飯
塚
さ
ん
は
、ハ
ワ
イ
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ

ニ
ア
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
会
に
も
日
本

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

神
家
満
綾
乃
さ
ん
（
３
Ｄ
）の
作
品
が
全
国

高
等
学
校
総
合
文
化
祭
書
道
部
門
に
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
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７
月
24
日
（
日
）、
午

後
３
時
か
ら
、
講
演
会
、

総
会
、
懇
親
会
の
順
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

参
加
者
１
０
５
名
。

　

講
演
会
は
ご
母
堂
様

が
市
立
銚
子
高
校
出
身

の
狂
言
師
、
大
蔵
彌
太

郎
千
虎
氏
が
「
能
楽
、

狂
言
に
ふ
れ
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
題
し
て
、講
演
、

実
演
、
実
技
指
導
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
27
年

度
の
事
業
、
決
算
の
承

認
と
平
成
28
年
度
の
事

業
計
画
、
予
算
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

執
行
部
役
員
が
一
部
改

選
さ
れ
新
た
に
東
京
支

部
長
に
な
ら
れ
た
篠
塚

保
さ
ん
が
副
会
長
に
任

命
さ
れ
、
顧
問
の
教
頭

が
代
わ
る
な
ど
４
名
の

執
行
部
役
員
の
役
職
に

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
滑
川
藤
彌

さ
ん
の
乾
杯
の
御
発
声

に
よ
り
始
ま
り
、
和
や

か
に
、
た
い
へ
ん
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
同
時

開
催
の
還
暦
同
窓
会
に

は
48
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
は
狂
言
師
の

　
大
蔵
彌
太
郎
千
虎 

氏

役職 指 名 卒年
会 計 来 栖 真 吾 平成12年
会 計 亀 山　 綾 平成17年
会 計 監 査 加 瀬 隆 良 昭和61年
会 計 監 査 伊 東 光 彦 平成  2年
総務委員長 平 野 恭 男 昭和45年
広報委員長 岡 根 重 雄 昭和52年
事業委員長 島田洋二郎 昭和48年
顧 問 西 川 照 幸 昭和18年
顧 問 信 田 臣 一 昭和38年
顧 問 宮 内　 敏 昭和36年
顧問（校長） 早 川 昌 二
顧問（教頭） 平 山 公 治
顧問（教頭） 生 駒 光 弘 昭和57年
顧 問
（ 事 務 長 ） 高 森 良 文 昭和56年

役職 指 名 卒年
会　長 杉 山 俊 明 昭和44年

副 会 長
（東京支部長） 篠 塚　 保 昭和43年
副 会 長 平 野 恭 男 昭和45年
副 会 長 大木乃夫恵 昭和45年
副 会 長 江 畑 雅 充 昭和45年
副 会 長 伊勢﨑　翼 昭和47年
副 会 長 島田洋二郎 昭和48年
副 会 長 浅 野 裕 子 昭和54年
副 会 長 高 野 幸 夫 昭和56年
副 会 長 伊 東　 均 昭和56年
副 会 長 笹 本 尚 子 昭和56年
事 務 局 長 嶋 田 敬 則 昭和62年
事務局次長 岡 根 康 裕 昭和53年

収入の部 （単位　円）
項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 繰 越 金 15,491,240 14,988,895
2 積 立 金 0 500,000
3 財政調整基金 2,000,000 0
4 雑 収 入 1,760 2,345
収 入 合 計 17,493,000 15,491,240

支出の部 （単位　円）
項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 繰 出 金 0 0
2 財政調整基金 2,000,000 0
支 出 合 計 2,000,000 0

（単位　円）
収 入 金 額 17,493,000
支 出 金 額 2,000,000
年 度 末 残 高 15,493,000

平成28年度　同窓会基金　会計

収入の部 （単位　円）
項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 入 会 金 1,288,000 1,248,000
2 会 費 1,000,000 1,254,110
3 寄 付 金 0 50,000
4 同窓会基金 2,000,000 0
5 繰 越 金 1,151,247 1,413,764
6 雑 収 入 753 132
収 入 合 計 5,440,000 3,966,006

支出の部 （単位　円）
項　目 本年度予算額 前年度決算額

1 卒業記念品 200,000 178,234
2 行事補助費 100,000 70,000
3 会 運 営 費 100,000 49,162
4 会 議 費 100,000 58,313
5 委 員 会 費 50,000 6,000
6 記 念 品 費 250,000 190,000
7 接待交際費 100,000 52,400
8 印 刷 費 600,000 493,776
9 通信運搬費 1,250,000 1,086,118
10 奨 励 金 100,000 30,000
11 慶 弔 費 50,000 0
12 同窓会基金 2,000,000 500,000
13 予 備 費 200,000 100,756
14 繰 越 金 340,000 1,151,247
支 出 合 計 5,440,000 3,966,006

（単位　円）
収 入 金 額 5,440,000
支 出 金 額 5,440,000
差 引 残 高 0

平成28年度　同窓会　会計

４
月
７
日（
木
） 

入
学
式 

本
校

４
月
22
日（
金
） 

教
職
員
歓
送
迎
会 

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

５
月
13
日（
金
） 

第
１
回
執
行
部
会
議 

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

 

（
役
員
、幹
事
会
、総
会
、同
窓
会
だ
よ
り
、他
に
つ
い
て
）

６
月
５
日（
日
） 

東
京
支
部
総
会 

オ
ー
ラ
ム（
御
徒
町
）

７
月
３
日（
日
） 

第
１
回
幹
事
会 

13
時
30
分
〜　
本
校

 

（
事
業
・
会
計
・
役
員
・
総
会
他
に
つ
い
て
）

７
月
24
日（
日
） 

第
２
回
執
行
部
会
議 

14
時　
（
バ
ラ
の
間
）

 

（
総
会
に
つ
い
て
）

 

総
会 

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

 

講
演
会　
15
時

 

　
　
　
　
講
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大
蔵
彌
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演
題　
「
能
楽
、狂
言
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
」

 

総　
会　
16
時（
事
業・会
計・そ
の
他
に
つ
い
て
）

 

懇
親
会　
17
時（
還
暦
同
窓
会
：
昭
和
50
年
卒
）

９
月
30
日（
金
） 

「
同
窓
会
だ
よ
り
」（
第
９
号
）発行

１
１
，０
０
０
部

11
月 

第
３
回
執
行
部
会
議
（
幹
事
会
・
総
会
の
総
括
、

講
師
の
選
定
・
予
約
）

２
月 

地
元
幹
事
会 

銚
子
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

 

（
幹
事
委
嘱
式
含
む
）

３
月
７
日（
火
） 

同
窓
会
入
会
式 

本
校

３
月
８
日（
水
） 

卒
業
証
書
授
与
式 

本
校

同窓会 R E P O R T

総
会
報
告

平成 28 年度　同窓会事業計画

平成28年度　同窓会役員
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昭和20年卒
川崎　　亮
昭和23年卒
田杭　國男
昭和26年卒
山崎　信義
昭和27年卒
楠本　智秋
昭和30年卒

（宮内）秋元賢二
（宮内）川名　保
昭和32年卒
佐藤　正夫

（飯嶌）山田　猛
昭和33年卒
錦織　保夫
昭和34年卒
浪川　雄造

梶山　浩行
昭和35年卒
矢後　和夫
箕輪　　武
昭和36年卒
須之内　征也
今関　恭治
昭和37年卒

（渡辺）今井昭次
昭和38年卒
宮内　史男
生駒　文俊
山口　　傳
野中　邦夫
昭和39年卒
中嶋　　壽
名雪　勝子
内山　由紀子

鈴木　正道
昭和41年卒
向後　一郎

（関根）石井保子
（畠野）石井登貴子
昭和43年卒
篠塚　　保
昭和44年卒
青柳　利栄子
（家田）家田真理
（小林）阿久津春枝
（原）篠塚美代子
宮崎　克俊
清水　正幸

（鈴木）石毛澄江
外口　健一
木戸秋　進
小松　俊行

昭和47年卒
（伊藤）千葉悦子
西廣　安弘
昭和49年卒
石橋　一裕
椎名　克明
鈴木　準一
江波戸　安衛
鈴木　秀明
昭和50年卒

（飯田）高橋とし子
笠上　謙二

（田谷）畠山信子
塚本　雅明

（青柳）岡崎友子
（菊地）畑　豊子
山本　かすみ
（菊池）鈴木素子

鈴木　和寿
（高橋）安田すみ江
石毛　宏典
當金　泰光

（宮内）當金志津子
昭和52年卒
関根　寿典
田中　豊明
昭和54年卒
駒崎　達也

（石神）風間貴美子
山口　義晴
磯村　政保
片桐　雅明

（淡路）泉美千代
昭和59年卒
新保　　敏
高橋　道雄

（湯浅）鈴木幸恵
（徳元）鈴木真理絵
山本　直志
飯嶋　康順
武田　寛之
戸村　美穂子
昭和62年卒
嶋田　敬則
昭和63年卒
小田島　千夏
垣内　貴弘
細谷　憲孝
平成3年卒
山本　直美
平成6年卒
来栖　　聡

（山崎）土屋麻美
（平山）片山友子

平成9年卒
岡野　　暁
平成11年卒
宮本　　武
藤本　健二
山口　　求
平成16年卒
髙野　大助
高塚　良輔
小松　啓志
飯島　悠介
平成20年卒
飯森　祐太
平成21年卒
鈴木　　慧
田中　紘明
平成26年卒
卯月　さくら

金子　綾花
加藤　優莉佳
向後　将太
越川　真帆
今郡　美貴
林　　直哉
平成27年卒
山口　華穂
上原　明莉
今野　修平
竹林　瑞季
大和田　恭平
中村　彩乃
湯浅　智暁
稗田　翔大
小野　京介
鹿島　綾乃

１年生を対象とした、卒業生による職業に関する授業が行われました。
講師の皆さんです。（敬称略）

番号 業種・系統 お名前（敬称略） 所　　属
1 公 務 員 ・ 税 務 野　本　光太郎 千葉県教育庁教育総務課
2 研究者・太陽光発電研究 菅 谷 武 芳 独立法人産業技術総合研究所　太陽光発電工学研究センター
3 芸 術 ・ オ ペ ラ 歌 手 越　智　まりこ 藤原歌劇団
4 医 療 ・ 看 護 師 田 中 紘 明 東邦大学医療センター　大森病院
5 医 療 ・ 医 師 伊良部　真一郎 千葉労災病院
6 工業・化学製品生産 向 後 秀 夫 三菱化学　鹿島事業所
7 公 務 員 ・ 自 衛 隊 浦 上 大 介 防衛省　自衛隊
8 金 融 ・ 保 険 中 村 雅 子 東京海上日動火災保険株式会社
9 通 信 業 ・ 営 業 山 田 勇 太 ソフトバンク株式会社
10 Ｊ Ｒ ・ Ｊ Ｒ 職 員 椎　 名　　　 通 ＪＲ東日本
11 公 務 員 ・ 消 防 士 髙 木 大 造 旭市消防本部
12 公務員・小学校教諭 大 家 伸 啓 銚子市立海上小学校
13 商 社 ・ 営 業 工 藤 幸 介 原田産業株式会社
14 航 空 ・ パ イ ロ ッ ト 鈴 木 嘉 彦 ＡＩＲＤＯ

会費の納入をお願いします　年会費 1,000 円

振込先：郵便局　口座名：銚子市立銚子高等学校同窓会　口座番号：00100-2-189041

一年は早いものです。つい忘れがちなので是非この機会に
終身会費をお願いします。（10,000 円）平成27年９月より平成28年８月まで納入分　（卒業年順・敬称略）

終身会費納入者一覧

職 業 人 講 話

い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
で

す
。
本
年
８
月
の
リ
オ
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
は
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
競
技
に
加
藤
友
里
恵
さ
ん
が

出
場
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
６
４

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
砲

丸
投
げ
の
糸
川
照
雄
さ
ん
が
お

山
か
ら
初
め
て
出
場
さ
れ
て
以

来
52
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。
我
々

Ｏ
Ｂ
と
し
て
も
大
変
嬉
し
い
こ

と
で
す
が
、
特
に
現
役
の
学
生

に
は
大
き
な
目
標
、
刺
激
に
な

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
私
事
で

誠
に
恐
縮
で
す
が
、
当
時
波
崎

一
中
で
野
球
を
や
っ
て
い
た
私

も
糸
川
さ
ん
の
出
場
に
心
を
動

か
さ
れ
た
一
人
で
、
高
校
か
ら

陸
上
競
技
を
始
め
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。

　

16
歳
か
ら
18
歳
と
い
う
多
感

な
時
期
に
あ
た
る
高
校
時
代
を

如
何
に
過
ご
す
か
は
そ
の
後
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
等

に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
持
つ
よ
う

に
思
い
ま
す
。市

立
銚
子
高
校
が
志

を
も
ち
知
徳
の
備

わ
っ
た
有
為
の
人

材
を
育
て
る
か
け

が
え
の
な
い
学
舎

と
し
て
更
に
発
展

い
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま

す
。

東
京
同
窓
会
支
部
長
就
任
に
あ
た
り

　

こ
の
程
、
同
窓
会
東
京
支
部

長
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
昭
和
43
年
卒
業
の
篠
塚 

保
と

申
し
ま
す
。
微
力
な
が
ら
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
東
京
支
部
の
発
展
に
向

け
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
化
、
過
疎
化

の
進
展
等
昨
今
の
学

校
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
幸
い
に

も
市
立
銚
子
高
校
は
、

早
川
昌
二
校
長
先
生

は
じ
め
教
職
員
の
皆

様
の
ご
努
力
で
進
学
、

部
活
動
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
等
の
面
で
す
ば

ら
し
い
成
果
を
上
げ
、

益
々
発
展
し
て
き
て

　

６
月
５
日
（
日
）、
東
上
野

「
オ
ー
ラ
ム
」
に
て
、
午
後
３

時
か
ら
、
総
会
、
講
演
会
、
懇

親
会
の
順
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
１
１
０
名
。

　

新
た
に
東
京
支
部
長
と
し
て
篠

塚
保
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
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私
と
弓
道
…
夢
と
目
標

土佐　正明
（S43年卒）

　

昭
和
40
年
４
月
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
行
け
る
ぞ
と
誘
わ
れ
て
弓
道
部
に

入
部
以
来
、
今
日
ま
で
弓
道
と
共
に

歩
ん
で
来
ま
し
た
。

　

こ
の
半
世
紀
の
間
に
夢
で
あ
っ
た

全
日
本
選
手
権
で
天
皇
盃
と
目
標
で

あ
っ
た
八
段
合
格
が
実
現
で
き
ま
し

た
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
弓
道
は
、
直
ぐ
に
覚

え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
徐
々

に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
も
の

で
、
焦
ら
ず
、
慌
て
ず
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
持
ち
で
取
り
組
む
も
の
で

す
。

　

私
は
師
で
あ
る
柴
田
猛
範
士
に
出

会
い
、
技
は
勿
論
の
こ
と
人
と
し
て

歩
む
指
針
と
も
い
え
る「
長
幼
の
序
」

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
修
練
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

柴
田
範
士
か
ら
指
導
を
受
け
て
平

成
12
、
18
年
に
全
国
弓
道
大
会
教
士

制
高
校
に
通
い
な
が
ら
看
護
士
を
目

指
す
生
徒
達
と
の
教
育
実
習
体
験

は
、
そ
の
後
の
人
生
の
選
択
に
大
き

く
影
響
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
勤
務
校
と
な
っ
た
東
金
商

業
で
は
、自
身
の
夢
と
経
験
か
ら「
夢

を
カ
タ
チ
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
ま
し
た
。
生
徒
達
が
夢
を
持

ち
そ
の
実
現
を
目
標
に
人
生
を
歩
ん

で
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

新
し
い
制
服
、
新
し
い
校
舎
で
過
ご

す
現
在
の
お
や
ま
の
生
徒
達
に
も
夢

の
あ
る
豊
か
な
人
生
を
歩
ん
で
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

銚
子
ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
構
想

　
西
高
校
の
利
活
用小倉　和俊

（S59年卒）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
ニ
ュ
ー

ス
真
っ
盛
り
の
中
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力

の
凄
さ
を
感
じ
な
が
ら
原
稿
を
書
き

始
め
ま
し
た
。
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
交

流
に
よ
る
銚
子
市
の
経
済
の
活
性
化

を
目
的
に
、
仕
事
と
は
別
に
、
２
年

程
前
に
先
輩
や
仲
間
と
一
緒
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
銚
子
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。
お
山
時

代
は
３
年
間
ど
っ
ぷ
り
と
ラ
グ
ビ
ー

に
つ
か
り
、
高
校
時
代
は
国
体
で
ベ

ス
ト
８
ま
で
進
む
こ
と
が
出
来
ま
し

リ
ー
ズ
と
い
う
汎
用
機
を
扱
っ
て
い

ま
し
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
値
段
が
億

単
位
と
い
う
時
代
で
し
た
。
会
社
名

を
尋
ね
ら
れ
た
と
き
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
意
味
を
説
明
す
る
の
に
苦
労
し

た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。
入
社
後

担
当
し
た
の
が
マ
ル
ス
（
国
鉄
の

座
席
予
約
シ
ス
テ
ム
、
通
称
み
ど

り
の
窓
口
）、
慣
れ
な
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
言
語
と
シ
ス
テ
ム
開
発
に
悪
戦
苦

闘
し
ま
し
た
。
後
に
知
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
マ
ル
ス
の
開
発
ス

ト
ー
リ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ
「
１
０
０
万
座
席
へ
の
苦
闘
」
で

紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
る
と
懐
か
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

面
々
が
登
場
し
ま
す
。
マ
ル
ス
を
皮

切
り
に
三
和
銀
行
の
バ
ン
キ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
、
新
幹
線
運
行
管
理
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
な
ど
を
担

当
し
、
１
９
８
０
年
日
立
を
退
社
し

千
葉
県
の
教
員
と
な
り
ま
し
た
。
千

葉
県
で
は
四
街
道
高
校
、八
街
高
校
、

東
金
商
業
、
教
頭
と
し
て
佐
倉
東
高

校
（
定
時
）、
千
葉
商
業
、
校
長
と

し
て
東
金
商
業
に
勤
務
、
２
０
１
２

年
に
退
職
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

人
生
の
中
で
、
も
し
将
来
を
決
定

づ
け
る
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
高
校
時
代
部
活
の
顧
問
で
あ
り

進
路
指
導
を
担
当
し
て
い
た
中
村
先

生
の
「
大
学
へ
行
き
な
さ
い
」
の
一

言
で
し
た
。
社
会
人
生
活
２
年
目
か

ら
大
学
へ
通
い
始
め
ま
し
た
が
、
大

学
と
会
社
の
両
立
に
は
多
く
の
軋
轢

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
夜
間
定
時

め
少
し
で
も
尽
力
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

夢
を
カ
タ
チ
に

藤崎　豊
（S46年卒）

　

突
然
ス
マ
ホ
の
着
信
音
が
鳴
り
だ

し
た
の
は
、
梅
雨
の
合
間
の
暑
い
昼

下
が
り
で
し
た
。
高
校
の
先
輩
か
ら

同
窓
会
便
り
の
執
筆
依
頼
で
し
た
。

残
さ
れ
た
時
間
の
中
で
今
ま
で
歩
ん

で
き
た
人
生
を
振
り
返
る
良
い
機
会

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
思
い
で
お

引
き
受
け
し
ま
し
た
。

　

私
が
お
や
ま
に
入
学
し
た
の
は
昭

和
43
年
１
９
６
８
年
で
し
た
。
当
時

お
や
ま
に
は
普
通
科
と
工
業
化
学
科

の
２
つ
の
学
科
が
あ
り
、
さ
ら
に
普

通
科
は
２
年
次
か
ら
就
職
一
般
コ
ー

ス
、
文
化
系
進
学
コ
ー
ス
、
理
数
系

進
学
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
し

た
。
家
の
事
情
も
あ
り
入
学
時
か
ら

就
職
と
決
め
て
い
ま
し
た
の
で
就
職

一
般
コ
ー
ス
を
希
望
し
、
大
学
受
験

の
厳
し
さ
も
経
験
す
る
こ
と
な
く
学

校
斡
旋
で
日
立
製
作
所
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
工
場
に
就
職
し
ま
し
た
。こ
の
頃
、

ま
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
一
般
に
普
及

し
て
お
ら
ず
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
８
０
０
０
シ

の
部
優
勝
２
回
、
３
位
１
回
に
平
成

９
年
、
27
年
に
全
日
本
近
的
弓
道
選

手
権
大
会
優
勝
２
回
（
天
皇
盃
）、

３
位
１
回
、
４
位
１
回
、
最
優
秀
技

能
賞
４
回
と
全
日
本
遠
的
弓
道
選
手

権
大
会
４
位
１
回
と
い
う
結
果
を
残

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
の
全
日
本
選
手
権
大
会
は
、

柴
田
範
士
ご
自
身
が
昭
和
55
年
に
伊

勢
神
宮
弓
道
場
で
賜
杯
を
手
に
さ
れ

た
地
で
、
柴
田
範
士
が
全
日
本
弓
道

連
盟
会
長
に
な
ら
れ
て
初
の
全
日
本

選
手
権
大
会
で
あ
り
、
私
は
最
高
の

射
を
引
き
恩
返
し
を
し
た
い
と
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
に
発
つ
１
週
間
前
に

射
に
悩
ん
で
い
た
私
に
、
妻
か
ら
八

段
に
相
応
し
い
射
を
引
い
て
、
天
皇

盃
を
目
標
に
し
て
下
さ
い
と
助
言
が

あ
り
ま
し
た
か
ら
、
淡
々
と
迷
い
も

な
く
射
を
引
い
た
結
果
、
２
度
目
の

天
皇
盃
を
師
で
あ
る
柴
田
範
士
か
ら

手
渡
さ
れ
、
生
涯
で
一
番
の
感
激
で

し
た
。

　

八
段
に
は
、
平
成
25
年
７
月
仙
台

で
合
格
し
ま
し
た
。
目
標
の
八
段
に

な
り
、
八
段
の
射
を
い
つ
ま
で
も
体

現
で
き
る
よ
う
稽
古
を
怠
ら
ず
、
周

囲
か
ら
の
助
言
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
柴
田
範
士
の
指
導
と
私
の
射
の

全
て
を
知
っ
て
い
る
妻
の
的
確
な
助

言
を
信
じ
、
修
練
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

ま
た
こ
れ
か
ら
は
、
大
勢
の
弓
友

達
と
弓
道
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
し

て
後
輩
を
育
て
、
弓
道
界
発
展
の
た

あ
の
人
・
こ
の
人

 
ｐ.
ｓ. 

元
気
で
す
か
？
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た
。
こ
の
こ
と
は
後
々
私
の
人
生
に

大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
今
で
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と
ス

ポ
ー
ツ
漬
け
の
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

構
想
の
内
容
は
、
５
年
前
に
廃
校

と
な
っ
た
「
市
立
銚
子
西
高
校
」
を

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
施
設
と
し
て
利
活

用
す
る
計
画
で
す
。
甲
子
園
に
も

出
場
し
た
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
は
広

く
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
手
直
し
す
れ
ば

十
分
に
活
用
で
き
ま
す
。
部
室
棟
は

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
24
部
屋

も
あ
り
、
１
部
屋
15
畳
と
適
度
な
大

き
さ
で
す
。
こ
こ
を
宿
泊
棟
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
せ
１
５
２
人
の
定

員
を
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
的
に

は
、
巨
大
な
３
階
建
体
育
館
を
再
生

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
目
の
前
に
し
た
宿
泊
施
設
で

す
。
他
に
は
無
い
よ
う
な
環
境
の
施

設
と
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
施
設
を

地
域
の
方
々
に
も
活
用
頂
き
、
都
会

か
ら
の
合
宿
利
用
者
に
銚
子
特
産
の

農
産
物
や
海
産
物
を
提
供
し
、
銚
子

市
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
、
地
域
に
賑

わ
い
を
も
た
ら
せ
ま
す
。
こ
の
経
緯

に
至
る
理
由
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
中

で
、
元
ロ
ッ
テ
で
大
活
躍
し
、
銚
子

に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
木
樽
正
明
さ
ん

と
野
球
の
ま
ち
復
活
と
意
気
投
合
し

て
、
西
高
を
視
察
に
行
き
、
あ
ま
り

の
綺
麗
さ
に
驚
き
、
利
用
可
能
な
施

設
を
活
か
す
こ
と
が
、
銚
子
市
の
活

性
化
に
結
び
付
く
と
確
信
し
た
か
ら

で
す
。

な
ど
の
身
近
な
人
と
の
関
係
性
と
、

個
々
人
の
意
識
で
「
認
知
症
が
怖
く

な
い
」
明
日
が
来
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
の
母
校
の
あ
る
、地
元
「
銚
子
」

と
、
友
人
た
ち
も
多
く
い
る
近
隣
の

関
わ
り
の
深
い
地
域
の
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
が
明
る
く
、
み
ん
な
が
楽
し

く
住
め
る
場
所
に
な
る
よ
う
、
私
の

今
出
来
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

な
る
べ
く
認
知
症
に
な
ら
ず
に
、
こ

の
先
の
人
生
を
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

て
い
く
か
」
を
考
え
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
見
て
い
く
中
で
、
最
近
の
傾

向
と
し
て
「
個
人
の
予
防
へ
の
意
識

と
取
り
組
み
」
が
活
発
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
で
も
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う

に
認
知
症
に
つ
い
て
放
送
さ
れ
、
本

や
雑
誌
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
だ
け
社
会
全
体
の
「
認
知

症
」
に
対
す
る
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。

　

人
間
の
中
枢
で
あ

る
「
脳
」
の
中
の
事

で
す
が
、「
自
分
の

人
格
さ
え
も
ど
う
変

化
す
る
か
わ
か
ら
な

い
病
気
」
だ
か
ら
、

出
来
れ
ば
「
認
知
症

に
な
り
た
く
な
い
」

と
多
く
の
人
が
考
え

て
い
ま
す
。そ
し
て
、

私
も
そ
の
一
人
で

す
。「
認
知
症
」
と

い
う
病
気
で
大
切
な

こ
と
は
、「
予
防
す

る
こ
と
の
大
切
さ
」

と
「
認
知
症
に
な
っ

て
も
、
自
分
ら
し
く

生
活
し
て
い
く
た
め

の
環
境
づ
く
り
の
必

要
性
」
で
す
。
家
族

や
隣
近
所
・
友
人

暮
ら
し
て
い
く
か
」
に
つ
い
て
、
毎

日
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
分
が
高
校
生
の
頃
に

は
想
像
も
し
な
か
っ
た
方
向
の
仕
事

で
す
。
私
が
高
校
を
卒
業
し
た
26
年

前
に
は
、「
認
知
症
」
と
い
う
言
葉

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は

「
痴
呆
症
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
今

の
よ
う
に
「
誰
で
も
な
る
か
も
し
れ

な
い
身
近
な
病
気
」
で
は
な
く
、「
特

別
な
病
気
」
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
考
え
て
み
る
と
、
例
え

ば
「
癌
」
と
い
う
病
気
も
、
私
が
高

校
生
の
こ
ろ
に
は
「
家
系
だ
か
ら
」

と
い
う
よ
う
に
、「
誰
で
も
な
る
病

気
」
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
今
で

は
「
癌
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ

る
病
気
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
認
知
症
も
「
誰
で
も

な
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
」と
し
て
、

こ
こ
最
近
、
急
速
に
知
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

認
知
症
は
発
症
ま
で
に
20
年
〜
25

年
程
か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
中
で
「
認
知
症
予

防
」
の
研
究
か
ら
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
こ
と
が
認
知
症
を
予
防
す

る
こ
と
と
、
大
き
く
重
な
る
と
わ

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
生
活

習
慣
病
予
防
と
の
相
違
点
は
、「
脳

へ
の
血
流
を
増
や
し
、
脳
を
活
性
化

す
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

　

私
は
医
学
を
修
め
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
発
信
さ

れ
る
情
報
を
集
め
、「
ど
う
し
た
ら
、

　

銚
子
市
で
は
毎
年
人
口
が
１
，

０
０
０
人
も
減
少
し
、
今
で
は
６
４
，

０
０
０
人
と
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
の
力
に

よ
り
、
都
会
か
ら
多
く
の
方
々
に
銚

子
に
来
て
頂
き
、
活
性
化
さ
せ
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
銚
子
市
役
所
の

方
々
に
も
大
変
な
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
主
力
は
民
間
の
活
力

で
す
。
多
く
の
方
々
が
関
係
す
る
こ

と
に
よ
り
活
性
化
の
輪
を
大
き
く

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
はhttp://w

w
w.

choshi-sports.com
/

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

認
知
症
を
予
防
し
た
い

澤田　昌子
（H2年卒）

　

私
は
昨
年
７
月
よ
り
、
銚
子
大
洋

自
動
車
教
習
所
で
高
齢
者
の
交
通
事

故
を
減
ら
す
た
め
の
新
し
い
取
り
組

み
「
認
知
症
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

の
部
門
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
銚
子
も
日
本
の
多
く
の
地
域

の
例
に
も
れ
ず
、
既
に
超
高
齢
化
社

会
に
入
り
ま
し
た
。
今
私
は
「
認
知

症
を
予
防
し
て
、
先
輩
方
や
そ
の
あ

と
に
続
く
私
た
ち
が
、
い
つ
ま
で
も

イ
キ
イ
キ
と
、
い
か
に
自
分
ら
し
く
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恩
師
か
ら
の
便
り

　

私
が
銚
子
西
高
に
勤
務
し
た
の
は
、

創
立
二
年
目
か
ら
の
四
年
間
と
十
六

年
目
か
ら
の
十
年
間
、
計
十
四
年
の

「
キ
セ
ル
勤
務
」
で
し
た
。
キ
セ
ル
に

あ
や
か
り
「
火
と
煙
の
思
い
出
」
を

少
し
書
い
て
み
ま
す
。

　

私
は
科
学
部
の
顧
問
で
、
部
員
は

紙
製
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
居
ま
し

た
。
は
じ
め
は
失
敗
ば
か
り
で
し
た

が
、
や
が
て
彼
ら
は
硝
酸
カ
リ
ウ
ム

と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
末
が
一
対
一
と
い

う
何
と
も
珍
し
い
火
薬
を
開
発
し
ま

し
た
。「
西
高
火
薬
」
と
も
い
う
べ
き

こ
の
奇
妙
な
レ
シ
ピ
に
よ
り
、
あ
る

日
、
紙
ロ
ケ
ッ

ト
は
グ
ラ
ン
ド

横
断
の
大
飛
行

に
成
功
し
た
の

で
す
。数
年
後
、

金
杉
教
諭
が
県

の
理
科
部
会
で

「
温
度
の
上
昇
に
よ
り
硝
酸
カ
リ
ウ
ム

の
熱
分
解
が
起
き
た
と
思
わ
れ
る
」

と
発
表
し
ま
し
た
。
酸
素
ガ
ス
と
窒

素
ガ
ス
の
噴
射
、
大
い
に
納
得
し
た

次
第
で
す
。

　

体
育
祭
は
新
設
校
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
は
じ
め
か
ら
「
敬
老
席
」
の
あ

る
公
開
形
式
で
し
た
。
剣
道
部
と
科

学
部
で
聖
火
台
を
作
り
ま
し
た
。
沼

橋
建
設
さ
ん
に
貸
し
て
い
た
だ
い
た

足
場
に
金
網
を
は
り
、
杉
の
枝
を
挿

し
ま
し
た
。
燃
料
は
薪
で
し
た
。
聖

火
の
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が
白
煙
を
引
き

な
が
ら
入
場
す
る
と
、「
猿
田
神
社
で

採
火
さ
れ
‥
‥
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
流
れ
ま
し
た
が
、
実
際
は
校
門

付
近
で
丹
教
諭
が
ラ
イ
タ
ー
で
火
を

付
け
た
も
の
で
し
た
。
ト
ー
チ
が
高

価
で
あ
っ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で

し
た
の
で
、
翌
年
、
科
学
部
が
コ
ー

ラ
の
空
缶
で
ト
ー
チ
を
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
当
に
猿
田
神
社
で
御
神

火
を
い
た
だ
い
て
リ
レ
ー
が
行
わ
れ

た
こ
と
で
し
た
。

　

文
化
祭
の
前
夜
祭
で
は
仕
掛
け
花

火
で
す
。
科
学
部
だ
け
で
は
人
手
が

足
り
ず
、
二
年
生
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
時
間

に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ヘ
ン
デ

ル
の
「
王
宮
の
花
火
の
音
楽
」
が
妙

に
マ
ッ
チ
し
て
な
か
な
か
で
し
た
。

二
回
目
は
「
西
高
万
歳
」
と
文
字
で

仕
掛
け
、
発
色
も
よ
か
っ
た
の
で
す

が
、
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
ト
に
セ
ッ
ト

し
た
も
の
で
す
か
ら
網
に
穴
が
あ
い

て
し
ま
い
、
大
目
玉
を
頂
戴
し
た
こ

と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
成
東
高
校
に
転
勤

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
伝
統
」

と
言
う
名
の
も
う
一
人
の
校
長
が
い

て
、
新
設
校
と
の
違
い
に
大
変
驚
き

ま
し
た
。

　

十
一
年
後
、
西
校
は
す
っ
か
り
で

き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
火
の
思
い

出
は
、
化
学
室
の
白
い
石
油
ス
ト
ー

ブ
で
す
。
特
に
冬
休
み
の
補
習
は
、

大
き
な
ヤ
カ
ン
に
湯
が
沸
い
た
と
こ

ろ
で
休
憩
に
な
る
約
束
で
し
た
。
あ

る
年
の
元
旦
の
朝
の
こ
と
。
い
つ
も

の
よ
う
に
登
校
す
る
と
、
警
察
官
が

待
っ
て
居
ま
し
た
。
不
機
嫌
で
し
た
。

　
「
宮
内
セ
ン
セ
っ
て
あ
ん
た
？
」「
は

い
‥
‥
」「
あ
ん
た
ね
え
、
何
で
元
旦

か
ら
勉
強
す
ん
の
？
」「
す
い
ま
せ
ん

‥
‥
」
ど
う
や
ら
補
習
参
加
の
生
徒

た
ち
が
、
初
日
の
出
を
屋
上
か
ら
見
た

ま
で
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
寒
さ
に

耐
え
き
れ
な
く
な
っ
て
校
内
に
入
っ
た

ら
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
し
た
。
あ
の
日
は
誰
か
が
餅
を

持
っ
て
き
て
い
て
ス
ト
ー
ブ
で
焼
い
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
の
ス
ト
ー

ブ
の
火
力
が
も
う
ち
ょ
っ
と
弱
か
っ
た

ら
寒
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
逆
に
も
う
少

し
強
か
っ
た
ら
眠
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
受
験
生
が
あ
の
ス

ト
ー
ブ
か
ら
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

キ
セ
ル
勤
務

宮
内
雅
夫

還暦同窓会（昭和 50 年卒）中央は中嶋先生・星野先生

　

加
藤
友
里
恵
さ
ん
（
市
立
銚
子

西
高
校
・
平
成
17
年
卒
業
）
が
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
日
本
代
表
選

手
と
し
て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
は
６
月
27
日
に
銚
子
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
壮
行
会
の
時

の
も
の
で
す
。
市
立
銚
子
高
等
学

校
同
窓
会
か
ら
も
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
た
日
の
丸
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。


